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第1号議案　
2019年度（第30期）活動報告承認の件

〔はじめに〕
　「新型コロナウイルス感染症」の問題は、世界全体を巻き込みつつ人類に振りかかってきた大災害
といえます。感染の拡大とともに、対策としての外出やイベント自粛、学校休校、時差通勤、テレワー
クの推進等々、さらに「不安」がそれを加速させて、社会・経済全体を巻き込みました。
　2019年度上期では、台風15・17・19号の影響により、農林水産業、公共交通機関などに多大な被害
をもたらしました。
　また、2019年10月に消費税率が、8％から10%に引き上げられました。景気は、やや冷え込み状況。
その流れの中で「新型コロナウイルス感染症」問題が、追い打ちをかけた状況となっています。
　
　パルシステム協力会は、「協力会会員」「パルシステム会員生協」「パルシステム連合会関係部署」

「パルシステム生産者・消費者協議会」と連係、協力しながら、パルシステム連合会の事業に協力・支
援し、ひいては協力会・会員の事業活動にも寄与できるよう活動を行います。

〔パルシステム連合会の 2019年度事業状況〕
　パルシステム連合会の2019年度・総供給高は1,616億円、前年度比 103.0%、予算比 99.1%でした。
　「持続可能(サステイナブル)な開発目標(SDGs)」への取り組み、「エシカル(倫理的)消費」の普及、
啓発等について、「『ほんもの実感！』くらしづくりアクション」を通して取り組みました。
　また、プラスチックゴミ問題に対応する「プラスチック削減」プロジェクトがスタートしました。今
後、ますますパルシステムの取り組むべき課題は、組合員のくらしを前面に捉え推進していきます。

〔2019年度の活動を振り返って〕
　パルシステム協力会は、正会員237社、準会員78社、特別会員10会員、計325会員が会員登録。（2020
年3月現在）
　パルシステム協力会では、全会員を対象に例年7月開催の「通常総会」、11月開催の「秋の講演会」、
1月実施の「賀詞交歓会（共催）」という3つの大きな行事開催に取り組みました。
　2019年度活動方針案に沿って振り返りますと、

Ⅰ「環境と産直のパルシステム」ブラッシュアップに積極的に取り組んでいきます。
1. 環境部会を中心にプラスチック削減の取り組みに参画します
　「プラスチック削減プロジェクト」スタートに伴い、連合会と共催で、2019年5月9日「第1回プラ削

減プロジェクト」設立会議、10月8日プラ削減プロジェクト「海岸クリーンアップ」活動、2020年1月
16日「第2回プラ削減プロジェクト」会議に取り組みました。（※詳細は、別冊「部会活動報告書・環
境部会」参照）

2. 組合員交流部会で商品展示会ゴミ削減に取り組みます
　 2019年度開催の「商品展示会」において、協力会では、連合会環境活動推進室と連携して「リユー

ス食器」、「リサイクル食器」の斡旋、補助金支給を実施。また、会場では、ゴミ袋配布、希望社
への簡易ダンボール配布等に取り組みました。（※詳細は、別冊「部会活動報告書・組合員交流部会」
参照）

3. 電力事業への理解を深める為、電源産地での研修会を実施します
　2019年10月3日、環境部会にて、岩手の（株）十文字チキンカンパニー「バイオマス発電所」の視察

研修を実施しました。
　秋の講演会では、パルシステム電力の野津常務より、『ぼくのおうちのでんきはパルシステムでん

き』のテーマで、環境問題を絡めてアピールしていただきました。

Ⅲ 物流課題解決に向けて取り組んでいきます。

Ⅳ 商品管理・品質保証の充実に取り組んでいきます。

1. 物流部会にて物流セミナーを開催し課題を共有、解決に向けて活動していきます
   2020年2月、熊谷セットセンター、オリパラ対策をテーマに「物流フォーラム」を企画しましたが、「新

型コロナウイルス感染症」のため、中止となりました。100社以上の申し込みがあり、日常業務と
の関連性によって、会員の関心の高さが推測されました。

2. 「歳末物流強化月間ポスター」を作成し、全協力会会員へ配布します
　2019年度も、年末年始繁忙期対策としてのポスターを作成し、会員（取引先）へ呼びかけを行いま

した。

1. 品質保証部と連携して年2回の品質管理学習会を開催していきます
   2019年8月「賞味期限について」約160名参加、2020年3月「異物分析・アレルギー検出について」を

テーマに企画、3月学習会は「新型コロナウイルス感染症」拡大のため、時期未定延期となりました。
2. 「品質管理強化月間ポスター」を作成し、全協力会会員へ配布します
  2019年7月配布にて“アレルゲン混入防止”を主眼とした「商品事故削減強化月間ポスター」を配布し

ました。
3. HACCPリーダー養成講座を年1回開催し、リーダーを育成します
　2020年3月に企画しましたが、「新型コロナウイルス感染症」の為、中止となりました。（※詳細は、

別冊「部会活動報告書・品質管理部会」参照）

Ⅱ 「産直産地を学ぶ活動」を増やし「農商工消連携」を側面から支援していきます。
1. 各部会における研修会視察先をできるだけ産直産地にしていきます  
　5月・鹿児島知覧有機栽培お茶産地（物流部会）、10月・岩手農協チキン・十文字カンパニー（環境部

会）にて実施しました。
2. 異業種交流部会では部会員同士の連携を深め、コラボレーションによる新商品開発を積極的に進

めていきます
   部会員の会社概要・商品・取り組みを知ってもらう為、部会開催時に「会社紹介プレゼンテーション」

を実施し、まずお互いの情報交換、課題の共有化を深めてもらいました。
　「農商工消連携」推進の取り組みとして、2月7日開催「生消協幹事会」に、協力会・幹事三役が出席し、

これからの取り組み・課題について意見交換を行いました。
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Ⅴ 協力会の仲間づくりに積極的に取り組んでいきます。

Ⅵ 商品展示会を会員生協と共に主催し商品の利用普及に努めます。

Ⅶ 協力会事務局を窓口とする組合員向け「工場見学・講習会」の充実を図ります。

1. 正会員として入会可能な取引先へ積極的にアプローチしていきます
   2019年度、新規入会・4社、脱会・1社がありました。遠隔地会員からは、距離的な問題もあり、催事・

イベントに参加しにくいとの意見があり、ブロック会議、交流の機会等の要望がありました。
2. 間接取引の取引先も準会員として入会いただけるよう積極的にアプローチしていきます
   2019年度、「プラ削減プロジェクト」に関連して、資材メーカー・問屋 2社にご入会いただきました。

1. 会員生協と協力会会員を繋ぎ商品展示会を開催します
   2019年度・9会場にて開催。商品を通じ、取引先と組合員（消費者）の交流の場から、さらに2019年

度は、会員生協・配送担当者等職員が、商品を知り、取引先との交流を深める機会ととらえ、別
枠時間設定の展示会が多くなりました。

2. のぼりや販促物を用意し商品の利用普及に努めます
   2019年度は、環境配慮型資材を準備対応しました。老朽化したのぼりを新しくしました。
　一部会員生協より、「会社名」のみだと、商品が一致・イメージできないとの改善要請がありました。
　（※詳細は、別冊「部会活動報告書・組合員交流部会」参照）

1. 実施可能な会員を増やし特定の会員に開催が集中しないようにします
   2019年度、「講習会・工場見学リスト」を大幅に見直し、学習会の中身を判りやすく改善しました。
　「協力会を窓口とする工場見学・講習会」は、年々取り扱いが増えて2019年度は約550件/年（前年度

369件/年）となり、各会員生協から依頼を対象取引先に案内し、日程調整、「労務提供費」の後処
理等を実施しました。生協の強みである組合員交流活動に取り組みました。

　パルシステムの抱える事業課題に協力・支援することにより、ひいては協力会会員との相互発展
を図ることを主眼に取り組んでまいりました。

　協力会の具体的な活動は、別冊「第30期部会活動報告書」【組合員交流部会】、【物流部会】、【品質
管理部会】、【環境部会】、【異業種交流部会】、5つの部会報告をご参照ください。

※議案書、巻末に「パルシステム協力会・正会員・準会員登録団体名簿」、「協力会を窓口とする工場見学・講習会　
　2019年度開催実績」、「パルシステム協力会・会則」を添付しております。

「プラスチック削減」プロジェクト会議の様子 海岸清掃活動の様子

第1号議案　2019年度（第30期）活動報告
1. 通常総会

第30回通常総会開催
開催日／2019年７月2日（火）
場所／熱海後楽園ホテル　2階「秀峰」
会員総数　328会員（内訳 正会員：237 準会員：81 特別会員：10）
代議員数　237会員
出席者数　196会員、委任状41会員、有効総出席者数237会員。

1. 総会　13：30～15：00
    第1号議案:2018年度(第29期)活動報告承認の件
    第2号議案:2018年度(第29期)決算報告・監査報告承認の件
    第3号議案:2019年度(第30期)活動方針案承認の件
    第4号議案:2019年度(第30期)予算案承認の件
    第5号議案:会則一部改訂の件
    ①副会長人数の改訂　②相談役任期の改訂　③総会・委任状の取り扱い追記
    第6号議案:役員改選の件
    役員改選の要旨は、安田 昌樹 氏(新会長)の選出、畑山 敏也 前会長の相談役就任、前相談 　
　 役2名(共生食品・三澤 孝道 氏、カジノヤ・梶 俊夫 氏)の任期満了退任等が採決された。
    上記第1号議案～第6号議案まで、満場一致にて可決された。

2. シンポジウム　15:30～17:00
　 基調講演 「パルシステムの事業成長」～高い志しを持った地域づくりを目指して～
    講師：パルシステム生活協同組合連合会　代表理事 専務理事　渋澤 温之 氏

    パネルディスカッション「社会を変え続けるパルシステムのチカラとは」
    ファシリテーター　（株）協和　代表取締役　畑山 敏也 氏(29期・協力会会長)
    パネリスト
    大津 清次 氏(（株）地域法人無茶々園)、安田 昌樹 氏(北海道漁業協同組合連合会)、
    松野 玲子 氏(生活協同組合パルシステム東京)、樋口 民子 氏(生活協同組合パルシステム　 
    埼玉)、斎藤 和博 氏(生活協同組合パルシステム千葉)、粳間 聖太郎 氏(生活協同組合パル
    システム茨城 栃木)、渋澤 温之 氏・竹井 篤史 氏・横澤 雅恵 氏・小松 明日美 氏(パルシス　
　 テム生活協同組合連合会)

3. 懇親会　18:30～19:30  4階「四季殿」
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開催日／2019年11月1日（金）
場所／品川プリンスホテル　
         アネックスタワー5階　プリンスホール
講演会参加者 433名、懇親会参加者 408名。

「第一部」    講演会13：00～15：50
講演①　　 『パルシステム2030年ビジョン策定に向けて』　
　　　　　  パルシステム生活協同組合連合会　
                 代表理事　理事長　大信 政一 氏
DVD上映　「パルシステムの肌にやさしい化粧品とは？（プラセンタオールインワンゲル）」
講演②　    『パルシステム商品事業　2019年度上期到達点と今後の課題』 
                 パルシステム生活協同組合連合会　常務執行役員　商品開発本部長　辻 正一 氏
　　　　　  パルシステム電力呼びかけ　『ぼくのおうちのでんきはパルシステムでんき』
　　　　　  （株）パルシステム電力　常務取締役　野津 秀男 氏
　　　　　  協力会・物流部会呼びかけ　「物流部会歳末物流強化月間取組み」のご案内
　　　　　  （株）流通サービス　常務取締役　大葉 秀樹 氏
　　　　     報告(保険事業)「パルシステム協力会/ふれあい保障制度」報告
                 （株）ふれあいサービス

「第二部」 　懇親会16：00～17：30 

2. 秋の講演会・懇親会
講演会及び懇親会開催

3. パルシステムグループ賀詞交歓会
パルシステム生活協同組合連合会／パルシステム共済生活協同組合連合会／
パルシステム生産者・消費者協議会／パルシステム協力会　共催

開催日／2020年1月15日（水）
場所／品川プリンスホテル　アネックスタワー５階　プリンスホール
参加者　連合会・共済連/340名、生消協/180名、協力会/567名、合計1,087名

4. 2019年度商品展示会(会員生協共催)
2019年度、9会員生協・9会場、来場者数12,397人
ありました。
各会場にて、環境配慮型資材(リユース食器・リサ
イクル食器)の取り組みが行われました。
会場では、趣向を凝らした展示、イベントが行わ
れ、大盛況でした。

秋の講演会の様子

リユース・リサイクル食器の取り組み
※商品展示会の詳細は、別冊「第 30期部会活動報告書」・【組合員　
　交流部会】報告をご参照ください。

5. パルシステム協力会を窓口とする講習会・工場見学・センターまつり
2019年度、講習会415件・参加者11,881名、工場見学135件・参加者2,187名、
センターまつり17回・141社参加。
パルシステム連合会・組合員(消費者)との交流促進の一助となるべく活動いたしました。

6. 会議
●幹事会

期　日 場　所 内　容

2019年
5月17日（金）

連合会2階
第1会議室

第30期・第1回幹事会開催
出席（敬称略）／竹内副会長（（株）井ゲタ竹内）、
                　  安田副会長（北海道漁連）、江橋事務局長（三菱食品（株））  　　　
　　　　　　　他 幹事会社14社出席
                     連合会：渋澤専務理事、西田商品開発本部副本部長、
                     川村第2商品部長、事務局：土肥・乙成
議題／第30期通常総会議案書確認
　　　当日役割分担の確認
総会司会：江橋事務局長
総会議長：宮﨑氏（（株）YUIDEA）
議事録署名人：児玉氏（21世紀コーヒー（株））、中村氏（（株）中村商店）
書記：乙成（パルシステム連合会）
役員選挙委員：望月氏（（株）神沢川酒造場）、秋元氏（（株）スクロール）、
                    宍戸氏（（株）東京コールドチェーン）
総会来賓挨拶：石田理事長、大津生消協代表幹事
・2019年度活動方針、2018年度決算、2019年度予算案報告
・各部会報告
・会計報告 
・ 会則一部改正
   ①副会長人数の改訂、②相談役任期の改訂、③総会・委任状の
   取り扱い追記
・役員改選の件
・パネルディスカッションの説明
  テーマ：「一人ひとりの選択で社会を変えるチカラとは
               ～私たちがやるべき事～」
  第1部：渋澤専務理事基調講演
  第2部：パネルディスカッションにて決定
・懇親会概要の説明

7月2日（火）
「第30回通常総会」

開催時

熱海後楽園ホテル
タワー館3階「愛鷹」

第30期・第2回幹事会開催
出席（敬称略）／畑山第29期会長、竹内副会長（（株）井ゲタ竹内）、
　　　　　　   安田副会長（北海道漁連）、江橋事務局長（三菱食品（株））　　　　
　　　　　　　他 幹事会社21社出席
宮﨑議長、望月選挙管理委員
当日午後、総会において第30期新幹事役員体制が承認された。
連合会：大信理事長、渋澤専務理事、辻常務理事、西田商品開発本部
副本部長、川村第2商品部長
事務局：土肥・乙成
議題／総会スケジュール及び役割最終確認

※講習会・工場見学・センターまつりの詳細は、巻末「パルシステム協力会を窓口とする2019年度講習会・工場見学・
　センターまつり開催実績」をご参照ください。



98

期　日 場　所 内　容

7月2日（火）
「第30回通常総会」

開催時

熱海後楽園ホテル
タワー館3階「愛鷹」

司会：江橋事務局長
議長：宮﨑氏（（株）YUIDEA）
書記：乙成（パルシステム連合会）
議事録署名人：児玉氏（21世紀コーヒー（株））、中村氏（（株）中村商店）
役員選挙委員：望月氏（（株）神沢川酒造場）、
　　　　　　   宍戸氏（（株）東京コールドチェーン）、　
　　　　　　 秋元氏（（株）スクロール）
第1号議案：【活動報告】竹内副会長
第2号議案：【決算報告】酒井会計
　　　　   【監査報告】竹内監事
第3号議案：【活動方針】畑山会長
第4号議案：【予算案】井上会計
第5号議案：【会則一部改訂】安田副会長
第6号議案：【役員改選】望月選挙委員
部会活動報告：各部会長（大西部会長→大葉部会長→梅田部会長→
                   村木部会長→蒔田部会長）
受付責任者：江橋事務局長、事務局：土肥
会場案内：全幹事⇒会員生協理事長・連合会役員は前列着席誘導
・秋の講演会・その他

9月25日（水） 連合会2階
第2会議室

第30期・第3回幹事会開催
出席（敬称略）／安田会長（北海道漁連）、竹内副会長（（株）井ゲタ竹内）、
                     江橋事務局長（三菱食品（株））他 幹事会社 17社出席
　　　　　　　オブザーバー参加／大津代表幹事（生消協）、
　　　　　　　矢内幹事（生消協）
　　　　　　　連合会：辻常務理事、西田商品開発本部副本部長、
　　　　　　　川村第2商品部長、事務局：土肥・乙成
議題／・（株）パルふれあいサービス「制度充実化・中央会入会」について
　　　・生消協との連携（農商工消連携）強化について
　　　・台風15号（17号）義援金について
　　　・「秋の講演会」について　

11月1日（金）
「秋の講演会」

開催時

品川プリンスホテル
アネックスタワー5階

霧島

第30期・第4回幹事会開催
出席（敬称略）／安田会長（北海道漁連）、竹内副会長（（株）井ゲタ竹内）、
                     江橋事務局長（三菱食品（株））他 幹事会社17社出席
                     連合会：辻常務理事、西田商品開発本部副本部長、
　　　　　　　川村第 2商品部長、事務局：土肥・乙成
議題／・「秋の講演会」スケジュール、役割分担確認
　　   ・災害支援金について
　　   ・生消協との連携（農商工消連携）強化の進め方について
　　   ・「賀詞交歓会」について報告
　　   ・（株）パルふれあいサービス「制度充実化・中央会入会」について  
           （再提案）

2020年
1月15日(水)

「新年賀詞交歓会」
開催時

品川プリンスホテル
アネックスタワー５階

霧島

第30期・第5回幹事会開催
出席（敬称略）／安田会長（北海道漁連・第30期）、
                     竹内副会長（（株）井ゲタ竹内）、
                     江橋事務局長（三菱食品（株）） 他 幹事会社19社出席
                     連合会：辻常務理事、西田商品開発本部副本部長、
　　　　　　　川村第2商品部長、事務局：土肥
議題／・「新年賀詞交歓会」の確認
　　　　受付体制（SBSゼンツウ、三菱食品支援）
      　　挨拶 : 安田会長
　　　・（株）パルふれあいサービス「制度充実化・中央会入会」について　　　
　　　  （提案取り下げ）

期　日 場　所 内　容

1月15日(水)
「新年賀詞交歓会」

開催時

品川プリンスホテル
アネックスタワー５階

霧島

　　   ・2020年度「センターまつり」出展回数制限について報告
           （事務局）
         ・秋の講演会収支報告
　　   ・部会活動報告

3月24日(火)
開催中止

連合会7階
大会議室

第30期・第6回幹事会開催（中止）
※新型コロナウイルス感染症拡大の為

※【組合員交流部会】、【物流部会】、【品質管理部会】、【環境部会】、【異業種交流部会】、5つの部会活動については、別冊
　「第30期部会活動報告書」各部会報告をご参照お願いします。

7．慶弔・その他
●慶弔

2019（平成31）年度
　　2019年
　　　　5月30日　　パルシステム茨城 栃木　元専務理事　林一雄様（享年66歳）
                              ご逝去につき弔電、生花をおくる。
　　　　7月17日　　生産者・消費者協議会　（有）サンドファーム旭　前代表取締役　
                              加瀬千吏様　ご逝去につき弔電、生花をおくる。
　　2020年
　　　　1月8日  　　パルシステム東京　理事長　松野玲子様ご母堂様
                              ご逝去につき香典をおくる。
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第2号議案　
2019年度（第30期）決算報告、ならびに監査報告承認の件

　2019年度　パルシステム協力会
自 2019年 5月1日　〜　至  2020年 4月30日

　（単位：円）
勘定科目 当期予算額 当期実績額 予算増減額 予算対比 備考

収
入

年 会 費 収 入 36,500,000 36,633,333 133,333 100.4% 年会費（正会員、準会員、特別会員）

そ の 他 会 費 収 入 4,100,000 4,145,440 45,440 101.1% 参加費追加徴収 総会・講演会・賀
詞交歓会

合 　 計 40,600,000 40,778,773 178,773 100.4%

支
出

委 託 費 3,960,000 3,960,000 0 100.0% 事務局業務委託費
通 信 費 567,000 506,733 △ 60,267 89.4% カタログ発送費等

（カタログ発送費） 77,000 △ 128,227 △ 205,227 -166.5%
（ＬＡＮ及び分担費） 240,000 235,800 △ 4,200 98.3%
（ そ の 他 通 信 費 ） 250,000 399,160 149,160 159.7%
旅 費 交 通 費 20,000 41,980 21,980 209.9% 事務局交通費
会 議 費 270,000 433,621 163,621 160.6% 幹事会
調 査 研 究 費 490,000 228,470 △ 261,530 46.6% コープ手帳購入費
消 耗 品 費 290,000 468,216 178,216 161.5% 専用封筒作成費・発送費 等　
渉 外 費 90,000 110,700 20,700 123.0% 慶弔関係費
事 務 所 負 担 費 400,000 392,400 △ 7,600 98.1% 半期ごとの支払い
会 計 委 託 費 200,000 196,200 △ 3,800 98.1% 半期ごとの支払い
部 会 費 3,650,000 2,696,845 △ 953,155 73.9%

（組合員交流部会費） 470,000 317,550 △ 152,450 67.6% 商品展示会実行委員会運営
（ 物 流 部 会 費 ） 950,000 930,902 △ 19,098 98.0% 研修会、歳末強化月間ポスター

（品質管理部会費） 950,000 682,083 △ 267,917 71.8%
研修会、学習会、品質管理強化月間
ポスター 
HACCP 冊子、HACCP 講習会補助

（ 環 境 部 会 費 ） 650,000 309,848 △ 340,152 47.7% 研修会、講演会
（異業種交流部会費） 630,000 456,462 △ 173,538 72.5% 研修会、部会運営
商 品 展 示 会 費 6,707,000 7,638,619 931,619 113.9%

（ 会 員 生 協 補 助 ） 1,000,000 928,200 △ 71,800 92.8% 9 会員生協×＠100,000円+ 環境配慮
食器補助

（ 出 展 会 員 補 助 ） 4,600,000 3,928,145 △ 671,855 85.4% 含む環境配慮食器（リサイクル食器）
補助

（ 展 示 会 保 険 ） 87,000 49,140 △ 37,860 56.5%
（まとめ冊子作成費） 750,000 761,805 11,805 101.6%

（ 備 品 作 成 費 ） 270,000 1,971,329 1,701,329 730.1% のぼり追加・協力会エプロン新調、
クリーニング費用

総 会 費 13,540,000 13,190,344 △ 349,656 97.4%
（ 会 場 費 ） 9,900,000 10,020,745 120,745 101.2% 含む懇親会費、部屋代
（ 議 案 書 作 成 費 ） 740,000 608,904 △ 131,096 82.3% 議案書・部会活動報告書
（ そ の 他 運 営 費 ） 2,900,000 2,560,695 △ 339,305 88.3% マジシャン出演料他

秋 の 講 演 会 費 5,500,000 7,380,724 1,880,724 134.2% 会場費、懇親会費等（品川プリンス
ホテルに変更）

賀 詞 交 歓 会 費 3,700,000 3,637,000 △ 63,000 98.3%
雑 費 140,000 141,868 1,868 101.3% 支払手数料、協賛金等 　　　　　　　　　　　　　  
予 備 費 1,076,000 600,000 △ 476,000 55.8%
合 　 計 40,600,000 41,623,720 1,499,720 102.5%

事 業 剰 余 金 0 △ 844,947 △ 1,320,947 0.0%
雑 収 入 0 387 387 0.0%
当 期 剰 余 金 0 △ 844,560 △ 1,320,560 0.0%
前 期 繰 越 金 13,866,833 13,866,833 0 100.0%
次 期 繰 越 金 13,866,833 13,022,273 △ 844,560 93.9%
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第3号議案　
2020年度（第31期）活動方針（案）承認の件

〔パルシステムと協力会会員の相互発展を目指します〕
　2019年は、上期は台風による自然災害に見舞われ、さらに下期は、「新型コロナウイルス感染症」
問題が発生し、全世界を巻き込んだ近世まれにみる感染症災害となっております。
　こうした状況下においてこそ、パルシステム協力会は、ぶれることなく「この会は、パルシステム
生活協同組合連合会の事業及び運動を支える生産者業者の連帯を深め、連合及び会員の相互発展を
図ることを目的とする。（会則第1条）」の原点を基本に取り組んでまいります。

〔2020年度　活動方針案〕
Ⅰ.「ほんもの実感」くらしづくりアクション（エシカル消費）に、積極的に協力、参画します。

Ⅱ.「産直産地（生消協）」との接点、交流をさらに深化させます。

Ⅲ.商品管理・品質保証の充実に取り組みます。

Ⅳ.「商品展示会」、内容充実と新たな取り組みを行います。

1. 異業種交流部会・組合員交流部会を中心に、国内の農林水産業が融合した産直加工品の開発強化
と地域づくりを推進します。

2. 環境部会を中心に、「プラスチック削減」の取り組みに参画します。

1. 協力会会員 (メーカー )と、生産者がお互いに交流、認識しあえる機会を検討します。
　協力会「商品展示会」は、商品を知って、取引先・組合員とも交流できる絶好の機会ですので、商

品展示会・職員見学時間を有効に使って、生消協・生産者の参加を検討します。
2. 協力会研修にて、「農業体験」、「漁業体験」等を企画し、肌で感じる研修を企画します。それを機

会に、コラボレーション、商品開発を目指します。

1. 品質保証部と連携して、時代の要請、会員の要望も考慮しつつ、年2回の「品質管理学習会」を開
催します。

2. 品質管理強化月間ポスターを作成し、食品取扱メーカーを中心に配付します。
3. 「HACCPリーダー養成講座」を年1回開催し、リーダー育成を応援します。

1. 商品を通じて、「作り手」と「組合員（消費者）」をつなぐ位置づけに加えて、商品を知って、作り手
と交流（商談）することにより、会員生協職員研修、生消協生産者との連携を図ります。

2. 商品展示会において「環境配慮型資材」を活用し、エシカル消費、環境のパルシステムの一助とし
て活動します。

Ⅴ.物流課題認識、共有化を図ります。

Ⅵ .組合員向け、「学習会」、「工場見学」、「センターまつり」の充実・円滑運営を図ります。

Ⅶ .デジタルによる会員交流強化を図ります。

1. 物流部会において、時代の要請に伴う課題（物流再編・新センター・人手不足問題等）について、
　セミナー・フォーラム（参加・意見交換の場）等を開催します。
2. 歳末物流強化月間ポスターを、例年通り作成します。

1. 2020年度協力会が受付窓口として、会員生協（組合員）、会員（取引先）の橋渡し役として、円滑な
運営に取り組みます。

2. 特定取引先に依頼が偏ったり、集中することのないよう是正を図ります。

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、会員生協（組合員）や会員（取引先）とのリアルな交流の場が失
われている現在、デジタルツールを活用したリモート会議やリモートセミナー等に、積極的に取り
組んでまいります。

※各協力会部会活動・振り返り・方針等の詳細については、別冊「第30期部会活動報告書」をご参照ください。
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第4号議案　
2020年度（第31期）予算（案）承認の件

自 2020年 5月1日　～　至 2021年 4月30日
　（単位：円）

勘定科目 2018年度実績額 2019年度実績額 2020年度予算額 増減額 備考

収
入

年 会 費 収 入 36,330,664 36,633,333 37,000,000 366,667
正会員・準会員・特別会
員（会員生協）

そ の 他 会 費 収 入 4,088,500 4,145,440 1,200,000 △ 2,945,440
参加費追加徴収 総会・講
演会・賀詞交歓会

合 　 計 40,419,164 40,778,773 38,200,000 △ 2,578,773

支
出

委 託 費 3,960,000 3,960,000 3,960,000 0 事務局業務委託費
通 信 費 544,828 506,733 2,307,000 1,800,267

（ カ タ ロ グ 発 送 費 ） 76,734 △ 128,227 77,000 205,227
カタログ発送費実費徴収、
カタログ転送費

（LAN 及 び 分 担 費 ） 233,280 235,800 230,000 △ 5,800

（ そ の 他 通 信 費 ） 234,814 399,160 2,000,000 1,600,840
含むＨＰ開設・メンテナ
ンス費用

交 通 費 0 41,980 20,000 △ 21,980 事務局交通費
会 議 費 250,837 433,621 150,000 △ 283,621 幹事会
調 査 研 究 費 489,172 228,470 300,000 71,530 コープ手帳購入他

消 耗 品 費 276,822 468,216 300,000 △ 168,216
専用封筒作成前年度費用

（追加作成）
渉 外 費 43,200 110,700 100,000 △ 10,700 慶弔関係費・生花代
事 務 所 負 担 費 388,800 392,400 400,000 7,600 半期ごとの支払い
会 計 委 託 費 194,400 196,200 200,000 3,800 半期ごとの支払い
部 会 費 2,785,270 2,696,845 2,300,000 △ 396,845

（ 組 合 員 交 流 部 会 費 ） 393,100 317,550 200,000 △ 117,550 商品展示会実行委員会運営

（ 物 流 部 会 費 ） 1,000,929 930,902 700,000 △ 230,902
研修会、セミナー、講演会、
歳末強化月間

（ 品 質 管 理 部 会 費 ） 834,564 682,083 600,000 △ 82,083
研 修 会、 学 習 会（ 年 2 回 ）、
品質管理強化月間ポスター、
HACCP リーダー養成講座補助

（ 環 境 部 会 費 ） 272,574 309,848 400,000 90,152
研修会、講演会、海岸ク
リーンアップ活動

（異業種交流部会費） 284,103 456,462 400,000 △ 56,462 研修会、学習会、部会運営
商 品 展 示 会 費 6,565,865 7,638,619 3,925,000 △ 3,713,619

（ 会 員 生 協 補 助 ） 800,000 928,200 500,000 △ 428,200
（ 出 展 会 員 補 助 ） 4,026,000 3,928,145 2,000,000 △ 1,928,145
（ 展 示 会 保 険 ） 85,580 49,140 25,000 △ 24,140
（レポート発行作成費） 1,407,354 761,805 400,000 △ 361,805

（ 備 品 作 成 費 ） 246,931 1,971,329 1,000,000 △ 971,329
のぼり・協力会エプロン
追加、クリーニング費用

総 会 費 13,393,546 13,190,344 450,000 △ 12,740,344
（ 会 場 費 ） 9,872,212 10,020,745 0 △ 10,020,745 含む懇親会費
（ 議 案 書 作 成 費 ） 735,201 608,904 350,000 △ 258,904

（ そ の 他 運 営 費 ） 2,786,133 2,560,695 100,000 △ 2,460,695
講演料、懇親会運営費、プ
ログラム（次第）作成費他

秋 の 講 演 会 費 4,239,702 7,380,724 7,200,000 △ 180,724
会場費（パレスホテル大
宮→品川プリンスホテル
へ変更）、懇親会費等

賀 詞 交 歓 会 費 3,715,600 3,637,000 3,700,000 63,000
雑 費 139,968 141,868 150,000 8,132 支払手数料、協賛金等 　　　　　　　　　　　　　  
予 備 費 0 600,000 12,738,000 12,138,000
合 　 計 36,988,010 41,623,720 38,200,000 △ 3,423,720

事 業 剰 余 金 3,431,154 △ 844,947 0 844,947
雑 収 入 46,690 387 0 △ 387
当 期 剰 余 金 3,477,844 △ 844,560 0 844,560
前 期 繰 越 金 10,388,989 13,866,833 13,022,273 △ 844,560
次 期 繰 越 金 13,866,833 13,022,273 13,022,273 0

第31期第1回幹事会決議事項報告
1  会則の部会運営基準第2項「各部会長、副部会長は幹事会社から選任し幹事会で承認」となってい　
　ます。第31期第1回幹事会にて第31期幹事会各部会長・副部会長の体制を下記のとおり承認いたし　  
   ました事、報告いたします。
　任期途中ではありますが退職、異動による人事変更です。幹事会社の変更ではございません。

係 会　員　名 役　職 氏　名

会長 北海道漁業協同組合連合会 代表理事 専務 安田 昌樹 重任

副会長 株式会社井ゲタ竹内 常務取締役 竹内 周 重任

事務局長 三菱食品株式会社 執行役員 ライフネット本部 本部長 江橋 邦夫 重任

会計
株式会社井上食品 代表取締役 井上 文喜 重任

酒井産業株式会社 取締役 相談役 酒井 久徳 重任

組合員交流部会　部会長 マルハニチロ株式会社 執行役員 業務用食品ユニット　
ユニット長 安田 大助 新任

組合員交流部会　副部会長 株式会社カジノヤ 専務取締役 梶 光則 重任

物流部会　部会長 株式会社流通サービス 常務取締役 大葉 秀樹 重任

物流部会　副部会長
国分首都圏株式会社 執行役員 第二営業本部 本部長 南 博貴 重任

株式会社協和 常務取締役 畑山 哲也 重任

品質管理部会　部会長 日本水産株式会社 執行役員 広域営業本部長 新藤 哲也 新任

品質管理部会　副部会長
株式会社ニッキーフーズ 執行役員 商品開発部長 岡本 昭人 重任

水野食品株式会社 取締役社長 水野 茂 重任

環境部会　部会長 ＳＢＳゼンツウ株式会社 取締役常務執行役員 村木 佳弘 重任

環境部会　副部会長
共生食品株式会社 代表取締役社長 三澤 孝治 重任

株式会社
十文字チキンカンパニー

常務執行役員　
環境部長兼品質部長

十文字 清和 重任

異業種交流部会　部会長 株式会社タケイ 代表取締役社長 蒔田 雄二 重任

異業種交流部会　副部会長
株式会社水宗園本舗 代表取締役社長 八木 誠 重任

平田産業有限会社 取締役副社長 平田 孝一 重任

監事

有限会社宮醤油店 代表取締役 宮 敬一郎 重任

大洋香料株式会社 代表取締役社長 竹内 健 重任

株式会社みそ半 代表取締役会長 松永 忠徳 重任

産直委員会　委員 平田産業有限会社 代表取締役社長 平田 繁實 重任

相談役 株式会社協和 代表取締役 畑山 敏也 重任

パルシステム協力会第31期幹事役員体制
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協力会・会員名簿  2020年4月1日現在

正会員
1 株式会社アイケイ 41 有限会社カネモ
2 愛知園芸株式会社 42 株式会社カラミノフーズ
3 アイメディア株式会社 43 株式会社ガルト
4 青森県農村工業農業協同組合連合会 44 有限会社カワグチ企画
5 秋本食品株式会社 45 株式会社カワタキコーポレーション
6 有限会社アグリサポートシステム 46 株式会社河村屋
7 アサヒグループ食品株式会社 47 株式会社神沢川酒造場
8 麻布タカノ株式会社 48 有限会社菊水堂
9 アスザックフーズ株式会社 49 私市醸造株式会社
10 アズマ工業株式会社 50 株式会社北尾化粧品部
11 株式会社アトラスネットワーク 51 キッコーマン飲料株式会社
12 株式会社安間産業　 52 株式会社木村食品工業
13 株式会社井ゲタ竹内 53 有限会社共食
14 有限会社和泉屋 54 共生食品株式会社
15 いなば食品株式会社 55 株式会社協同企画
16 株式会社井上食品 56 協同水産流通株式会社
17 茨城乳業株式会社 57 協同乳業株式会社
18 茨木海苔株式会社 58 株式会社協立
19 有限会社内池平蔵商店 59 株式会社協和
20 エア・ウォーター炭酸株式会社 60 株式会社ぎょれん北光
21 株式会社エーアンドティー 61 窪田味噌醤油株式会社
22 ヱスケー石鹸株式会社 62 クラウンフーヅ株式会社
23 SBSゼンツウ株式会社 63 株式会社くらし企画
24 越後ふとん株式会社 64 株式会社グリーンピア
25 エム・シーシー食品株式会社 65 グリンリーフ株式会社
26 株式会社エムシーサービス 66 ケンコーマヨネーズ株式会社
27 株式会社エリックス 67 興真乳業株式会社
28 大石産業株式会社 68 株式会社コーベヤ
29 株式会社おがた蒲鉾 69 コーミ株式会社
30 小川産業株式会社 70 国分首都圏株式会社
31 株式会社沖縄物産企業連合 71 国分フードクリエイト株式会社
32 奥本製粉株式会社 72 有限会社コクヨー
33 株式会社オフィス・パイ 73 株式会社コジット
34 株式会社オリエンタルフーズ 74 株式会社コム計画室
35 株式会社オルター・トレード・ジャパン 75 コモライフ株式会社
36 株式会社かがやくコスメ 76 株式会社西昆
37 株式会社風見 77 株式会社彩生舎
38 株式会社カジノヤ 78 酒井産業株式会社
39 金砂郷食品株式会社 79 ささかみ農業協同組合
40 株式会社金庄 80 さとの雪食品株式会社

正会員
81 株式会社三協運輸サービス 125 株式会社髙山
82 株式会社サンコー 126 株式会社匠集団そら
83 サンスター株式会社 127 株式会社タケイ
84 三陽物産株式会社 128 田辺商事株式会社
85 株式会社シーサット 129 千葉県漁業協同組合連合会
86 株式会社ジーピーエス 130 株式会社兆星
87 株式会社JAしみずサービス 131 長龍酒造株式会社
88 JPホームサプライ株式会社 132 株式会社つきじ深村
89 協同組合ＪＡＳＭＥＱ 133 デイリーフーズ東京販売株式会社
90 株式会社ジャパンビューティプロダクツ 134 テーブルランド株式会社
91 株式会社十文字チキンカンパニー 135 株式会社テロワール・アンド・トラディション・ジャパン
92 正栄食品工業株式会社 136 株式会社トウ・キユーピー
93 昭和電工ガスプロダクツ株式会社 137 東京高速印刷株式会社
94 シンコー食品株式会社 138 株式会社東京コールドチェーン
95 株式会社新藤 139 トーエー食品株式会社
96 株式会社水宗園本舗 140 トータス株式会社
97 株式会社スクロール 141 株式会社トクスイコーポレーション
98 株式会社スマイル 142 株式会社戸田酒販
99 株式会社酢屋茂 143 トップ産業株式会社
100 スワ運輸株式会社 144 有限会社砥用食品
101 有限会社生活アートクラブ 145 株式会社トライエックス
102 株式会社セイトウ 146 長崎県漁業協同組合連合会
103 西武酪農乳業株式会社 147 長野県農協直販株式会社
104 有限会社清和商会 148 長野森林組合
105 全国漁業協同組合連合会 149 株式会社中村商店
106 全国農協食品株式会社 150 株式会社ナシオ
107 全国海苔貝類漁業協同組合連合会 151 株式会社ナックス
108 全農パールライス株式会社 152 成田食品株式会社
109 株式会社全農ライフサポート山形 153 株式会社南部フーズ
110 全酪フーズ株式会社 154 21世紀コーヒー株式会社
111 株式会社創健社 155 株式会社ニチレイフレッシュ
112 第一セントラル設備株式会社 156 株式会社ニッキーフーズ
113 太子食品工業株式会社 157 株式会社ニッコー
114 大成印刷株式会社 158 日東富士製粉株式会社
115 大山乳業農業協同組合 159 株式会社日本アクセス
116 大都魚類株式会社 160 日本水産株式会社
117 大日本明治製糖株式会社 161 日本ハム株式会社
118 タイヘイ株式会社 162 日本オリゴ株式会社
119 大洋香料株式会社 163 日本食研株式会社
120 太陽油脂株式会社 164 株式会社仁徳
121 有限会社タカショウ 165 株式会社にんべんフーズ
122 株式会社高商 166 花嫁わた株式会社
123 高橋ソース株式会社 167 株式会社浜食
124 株式会社高橋徳治商店 168 株式会社パルシステム・リレーションズ
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正会員
169 株式会社パルシステム電力 204 株式会社丸藤
170 榛名直販株式会社 205 丸紅食料株式会社
171 株式会社パルブレッド 206 丸和食品株式会社
172 株式会社パル・ミート 207 丸和油脂株式会社
173 株式会社パルライン 208 みえぎょれん販売株式会社
174 東銀座印刷出版株式会社 209 三重県漁業協同組合連合会
175 東日本産業株式会社 210 水野食品株式会社
176 ひかり味噌株式会社 211 美勢商事株式会社
177 株式会社常陸屋本舗 212 株式会社みそ半
178 株式会社平井 213 三菱食品株式会社
179 平田産業有限会社 214 南伊豆水産株式会社
180 株式会社ファーストフーズ 215 有限会社宮醤油店
181 ファミリー･サービス　エイコー株式会社 216 明星食品株式会社
182 株式会社ふくれん 217 柳原出版株式会社
183 富士山の銘水株式会社 218 株式会社ヤマキ
184 株式会社藤文 219 ヤマキ株式会社
185 株式会社ふじや食品 220 有限会社山五　　
186 株式会社不動化学 221 有限会社やまこみそ
187 プリマハム株式会社 222 山印醸造株式会社
188 株式会社ベニレイ 223 有限会社山田養蜂場
189 株式会社宝来屋 224 山菱水産株式会社
190 ボーソー油脂株式会社 225 株式会社山星屋
191 株式会社ポールスタア 226 山屋食品株式会社
192 ホクレン農業協同組合連合会 227 株式会社八幡屋
193 北海道漁業協同組合連合会 228 株式会社YUIDEA
194 北海道チクレン農業協同組合連合会 229 雪印メグミルク株式会社
195 株式会社ホンダ水産 230 有限会社雪和商事
196 有限会社ますだ 231 ユニオンソース株式会社
197 松岡水産株式会社 232 株式会社ユニマットキャラバン
198 松山油脂株式会社 233 有限会社ライフ・アート
199 株式会社丸井スズキ 234 有限会社ランカスター
200 丸久味噌株式会社 235 株式会社リアス
201 株式会社丸新商会 236 株式会社流通サービス
202 株式会社マルダイ長沼 237 株式会社ロジカル
203 マルハニチロ株式会社

準会員
1 アートプランニング株式会社 6 株式会社阿波市場
2 有限会社アキヤマ食品 7 イートアンド株式会社
3 株式会社浅野屋 8 伊丹産業株式会社
4 株式会社アジテック・ファインフーズ 9 伊藤製パン株式会社
5 味の素冷凍食品株式会社 10 伊藤ハムミート販売東株式会社

準会員
11 井村屋株式会社 45 千倉水産加工販売株式会社
12 魚津漁業協同組合 46 テーブルマーク株式会社
13 株式会社栄喜堂 47 株式会社東映エージエンシー
14 小川珈琲株式会社 48 東京海上日動火災保険株式会社
15 音更町農業協同組合 49 富栄海運有限会社唐津営業所シーボーン昭徳
16 カゴメ株式会社 50 株式会社ニチレイフーズ
17 有限会社かね久海産 51 日東ベスト株式会社
18 金子産業株式会社 52 株式会社パシフィック・トレード・ジャパン
19 兼松株式会社 53 ハチ食品株式会社
20 株式会社鎌倉ハムクラウン商会 54 株式会社パネックス
21 株式会社川喜 55 株式会社浜甚
22 関東日本フード株式会社 56 濵田酒造株式会社
23 株式会社北舘製麺 57 株式会社パルふれあいサービス
24 木徳神糧株式会社 58 阪神低温株式会社
25 株式会社木村屋総本店 59 株式会社ピーコック
26 クレードル食品株式会社 60 日野出株式会社
27 コアレックス信栄株式会社 61 株式会社フーズプランナー
28 光海株式会社 62 株式会社フーディーネットジャパン
29 ゴールドパック株式会社 63 福島エーアンドエーブロイラー株式会社
30 株式会社小善本店 64 不二製油株式会社
31 株式会社コモ 65 フジパン株式会社
32 佐井村漁業協同組合 66 プライフーズ株式会社
33 佐藤食品工業株式会社 67 マスコー製紙株式会社
34 JA全農ミートフーズ株式会社東部直販課 68 株式会社マルハニチロリテールサービス
35 JA全農ミートフーズ株式会社東部直販課　加工品 69 三井住友海上火災保険株式会社
36 四国日清食品株式会社 70 明神水産株式会社
37 信越明星株式会社 71 矢崎紙工株式会社
38 信州ハム株式会社 72 有限会社山田商店
39 諏訪大津屋本家酒造株式会社 73 大和産業株式会社
40 全農チキンフーズ株式会社 74 株式会社山安
41 第一糖業株式会社 75 株式会社ゆう屋
42 たいまつ食品株式会社 76 横山製粉株式会社
43 株式会社タカキベーカリー 77 株式会社吉野家
44 有限会社高千穂漢方研究所 78 リスパック株式会社

特別会員
1 生活協同組合パルシステム東京 6 生活協同組合パルシステム山梨
2 生活協同組合パルシステム神奈川ゆめコープ 7 生活協同組合パルシステム群馬
3 生活協同組合パルシステム千葉 8 生活協同組合パルシステム福島
4 生活協同組合パルシステム埼玉 9 生活協同組合パルシステム静岡
5 生活協同組合パルシステム茨城 栃木 10 生活協同組合パルシステム新潟ときめき
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パルシステム協力会を窓口とする
2019年度 講習会・工場見学・センターまつり開催実績

会員名 種　別 東
京

神
奈
川

千
葉

埼
玉

茨
城
栃
木

山
梨

群
馬

福
島

静
岡

新
潟 小計 合計

アズマ工業 株式会社
講習会 1 2 3

4工場見学 0
センターまつり 1 1

株式会社 井ゲタ竹内
講習会 2 1 2 1 6

6工場見学 0
センターまつり 0

株式会社 井上食品
講習会 0

3工場見学 2 2
センターまつり 1 1

茨城乳業 株式会社
講習会 1 1

2工場見学 1 1
センターまつり 0

ヱスケー石鹸 株式会社
講習会 3 3

5工場見学 2 2
センターまつり 0

株式会社 エムシーサービス
講習会 0

0工場見学 0
センターまつり 0

エム・シーシー食品 株式会社
講習会 8 1 2 1 12

16工場見学 0
センターまつり 4 4

小川珈琲 株式会社
講習会 11 2 3 16

16工場見学 0
センターまつり 0

株式会社 沖縄物産企業連合
講習会 0

0工場見学 0
センターまつり 0

奥本製粉 株式会社
講習会 1 1 2

2工場見学 0
センターまつり 0

株式会社 オルター・トレード・
ジャパン

講習会 6 2 4 2 2 2 1 19
22工場見学 0

センターまつり 2 1 3

株式会社 かがやくコスメ    
講習会 6 3 1 10

11工場見学 0
センターまつり 1 1

株式会社 風見
講習会 1 1

2工場見学 0
センターまつり 1 1

株式会社 カジノヤ
講習会 1 1 2

15工場見学 8 8
センターまつり 4 1 5

株式会社 金庄
講習会 0

10工場見学 7 1 1 9
センターまつり 1 1

有限会社 カワグチ企画
講習会 0

0工場見学 0
センターまつり 0

私市醸造 株式会社
講習会 6 2 1 9

14工場見学 1 1 2
センターまつり 3 3

会員名 種　別 東
京

神
奈
川

千
葉

埼
玉

茨
城
栃
木

山
梨

群
馬

福
島

静
岡

新
潟 小計 合計

株式会社 北舘製麺
講習会 2 2

2工場見学 0
センターまつり 0

共生食品 株式会社
講習会 12 18 3 3 2 2 40

60工場見学 8 1 1 10
センターまつり 8 2 10

株式会社 協和
講習会 1 1

1工場見学 0
センターまつり 0

株式会社 ぎょれん北光
講習会 0

0工場見学 0
センターまつり 0

窪田味噌醤油 株式会社
講習会 0

0工場見学 0
センターまつり 0

株式会社 くらし企画
講習会 1 1

1工場見学 0
センターまつり 0

グリンリーフ 株式会社
講習会 1 1

3工場見学 2 2
センターまつり 0

コーミ 株式会社 東京営業所
講習会 2 1 1 4

4工場見学 0
センターまつり 0

株式会社 コジット
講習会 3 3

6工場見学 0
センターまつり 2 1 3

株式会社 彩生舎
講習会 1 3 1 5

5工場見学 0
センターまつり 0

酒井産業 株式会社
講習会 0

0工場見学 0
センターまつり 0

さとの雪食品 株式会社
講習会 1 1

3工場見学 2 2
センターまつり 0

サンスター 株式会社
講習会 4 3 7

8工場見学 0
センターまつり 1 1

株式会社 ジーピーエス
講習会 6 2 3 1 12

21工場見学 0
センターまつり 5 3 1 9

ＪＰホームサプライ 株式会社
講習会 5 5

9工場見学 1 1
センターまつり 2 1 3

協同組合 JASMEQ
講習会 1 1 2

2工場見学 0
センターまつり 0

株式会社 ジャパンビューティ

プロダクツ

講習会 8 1 4 2 2 1 1 19
29工場見学 1 1

センターまつり 4 3 2 9

株式会社 スクロール
講習会 4 1 5

6工場見学 0
センターまつり 1 1

全国漁業協同組合連合会
講習会 1 1

1工場見学 0
センターまつり 0
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会員名 種　別 東
京

神
奈
川

千
葉

埼
玉

茨
城
栃
木

山
梨

群
馬

福
島

静
岡

新
潟 小計 合計

全農パールライス 株式会社
講習会 0

0工場見学 0
センターまつり 0

大洋香料 株式会社
講習会 2 8 1 1 12

18工場見学 0
センターまつり 3 3 6

太陽油脂 株式会社
講習会 3 1 4

12工場見学 1 1 2
センターまつり 1 2 3 6

株式会社 タケイ
講習会 1 1 2

2工場見学 0
センターまつり 0

千倉水産加工販売 株式会社
講習会 1 3 1 5

5工場見学 0
センターまつり 0

千葉県漁業協同組合連合会
講習会 1 1 2 4

4工場見学 0
センターまつり 0

株式会社 兆星
講習会 0

1工場見学 1 1
センターまつり 0

デイリーフーズ東京販売 株式会社
講習会 1 1 2 1 2 7

12工場見学 0
センターまつり 3 2 5

株式会社 東京コールドチェーン
講習会 5 6 1 1 13

27工場見学 0
センターまつり 7 2 5 14

トーエー食品 株式会社
講習会 0

0工場見学 0
センターまつり 0

長野森林組合 鬼無里事業所
講習会 1 1

2工場見学 0
センターまつり 1 1

成田食品 株式会社
講習会 1 1

1工場見学 0
センターまつり 0

２１世紀コーヒー 株式会社
講習会 1 2 3

3工場見学 0
センターまつり 0

日東富士製粉 株式会社
講習会 0

0工場見学 0
センターまつり 0

日本水産　株式会社
講習会 0

16工場見学 13 2 1 16
センターまつり 0

株式会社 にんべんフーズ
講習会 8 3 1 12

13工場見学 1 1
センターまつり 0

株式会社 パシフィック・

トレード・ジャパン

講習会 0
0工場見学 0

センターまつり 0

株式会社 浜甚
講習会 8 1 9

17工場見学 8 8
センターまつり 0

榛名直販 株式会社
講習会 1 1 2

2工場見学 0
センターまつり 0

株式会社 パル･ミート
講習会 18 2 5 6 6 1 38

63工場見学 2 3 1 6
センターまつり 8 4 6 1 19

会員名 種　別 東
京

神
奈
川

千
葉

埼
玉

茨
城
栃
木

山
梨

群
馬

福
島

静
岡

新
潟 小計 合計

株式会社 パルブレッド
講習会 20 4 4 11 10 2 51

88工場見学 18 1 1 1 1 22
センターまつり 7 3 4 1 15

株式会社 コモ
講習会 8 2 10

14工場見学 0
センターまつり 2 2 4

松岡水産 株式会社
講習会 1 1

5工場見学 1 2 3
センターまつり 1 1

松山油脂 株式会社
講習会 0

9工場見学 7 2 9
センターまつり 0

株式会社 丸藤
講習会 2 4 1 7

10工場見学 0
センターまつり 2 1 3

マルハニチロ　株式会社
講習会 0

1工場見学 0
センターまつり 1 1

丸和油脂 株式会社
講習会 1 1 2

2工場見学 0
センターまつり 0

みえぎょれん販売 株式会社
講習会 2 4 6

6工場見学 0
センターまつり 0

三重県漁業協同組合連合会
講習会 0

0工場見学 0
センターまつり 0

水野食品 株式会社
講習会 0

1工場見学 0
センターまつり 1 1

株式会社 みそ半
講習会 0

0工場見学 0
センターまつり 0

有限会社　宮醤油店
講習会 0

1工場見学 0
センターまつり 1 1

株式会社 ヤマキ
講習会 0

0工場見学 0
センターまつり 0

有限会社 山田養蜂場
講習会 0

5工場見学 5 5
センターまつり 0

山菱水産 株式会社
講習会 0

0工場見学 0
センターまつり 0

山屋食品 株式会社
講習会 0

2工場見学 2 2
センターまつり 0

雪印メグミルク 株式会社
講習会 1 1

6工場見学 2 2 1 5
センターまつり 0

株式会社 ユニマットキャラバン
講習会 2 5 4 11

18工場見学 3 2 5
センターまつり 2 2

有限会社 ランカスター
講習会 4 3 1 8

11工場見学 0
センターまつり 3 3

株式会社 リアス
講習会 10 1 1 12

25工場見学 10 10
センターまつり 2 1 3

総計 343 123 109 44 48 9 1 7 4 3 691
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パルシステム協力会
会　　則

第１章　総　則

第 2章　会　員

第 3章　役　員

第１条

第 2 条
第 3 条

第 4 条

第 5 条

第 6 条

この会は、パルシステム生活協同組合連合会の事業及び運動を支える生産者業者の連帯を
深め、連合及び会員の相互発展を図ることを目的とする。
この会は「パルシステム協力会」と称する。
この会は第1条の目的を達成するために、次の事業を行う。
１．会員とパルシステム生活協同組合連合会との連絡及び調整
２．会員の事業に必要な連合の情報資料の提供
３．会員の親睦、交流、向上を図る事業
４．会員の研修会
５．その他、前各号に付帯する事業
この会の事務所を、東京都新宿区大久保２-２-６ ラクアス東新宿　パルシステム生活協同
組合連合会内におく。

設定1990年10月26日
改訂2009年 7月 2日
改訂2011年 7月12日
改訂2013年 7月 2日
改訂2014年 7月 8日
改訂2016年 7月 6日
改訂2019年 7月20日

１．この会は次の各号に該当する者で目的に賛同する者をもって組織する。
     ①正  会  員  パルシステム生活協同組合連合会及び子会社に口座のある取引業者は正
                       会員となることができる
     ②準  会  員  正会員の推薦がありパルシステム生活協同組合連合会と間接的に取引が
                       あるメーカー及び関連事業者、協力者は準会員となることができる
     ③特別会員　パルシステム生活協同組合連合会加盟の会員単協、パルシステム生活協同
                        組合連合会の役職員
２．この会の加入、脱退は幹事会が承認するものとする。

３．以下の者は会員資格を喪失する。
     ①会費の未払
     ②この会の活動を妨げ又は著しく信用を失わせる行為をした者
     ③パルシステム生活協同組合連合会と直接又は間接に取引の無くなった者

１．この会は次の役員を置く。幹事会社10～20社、監事会社３社。
２． 役員は会長が指名した若干名の役員選挙委員会において推薦し、総会で選任するものと　  
     する。
３．その任期は２年とし、再任は妨げない。
４．初年度の役員は、任期を１年とする。
５．監事会社は会計及び活動の遂行を監査する。

第 4章　総　会

第 5章　会　計

第 6章　雑　則

第 7 条

第 8 条

第 9 条

第10条

第11条

第12条

第13条

第14条

第15条

第16条

第17条

１．この会に幹事会を置く。幹事会は幹事会社をもって組織する。
２．幹事会は会長が召集する。
１．幹事会において、会長１人、副会長1〜２人、会計２人、事務局長１人を互選する。
２．会長はこの会を代表し、会務を統轄する。
３．副会長は、会長を補佐し、会長に不都合の時は、その任務を代行する。
４．事務局長は、事務局を統轄する。
１．幹事会は、総会において議決された事項の実施について具体的な審議を行うほか、緊急
     事項についてはこれを裁決実施し、次の総会に報告するものとする。
１．この会は相談役をおくことができる。
２．相談役は会長経験者から選任し、幹事会で承認する。
３．任期は２年とし、最大６年までとする。
４．相談役は本人が希望すれば幹事会にオブザーバーとして出席することができる。

１．総会はこの会の最高議決機関とし、毎年１回会長が召集する。
２．前項のほか幹事会が必要と認めた場合、会長は臨時に総会を召集することができる。
総会は正会員の過半数の出席をもって成立し、議決は多数決によりおこなう。ただし、可否
同数の場合は議長が裁決する。なお、総会開催前に委任状を提出した者は、総会に出席した
者とし、委任状を提出した総会の議決を承認したものとする。
総会の議決を要する事項は、次の通りとする。
     ①会則の改廃
     ②役員の選任、並びに解任
     ③事業計画、収支予算の決定、並びに会費の徴収に関する事項　　　
     ④収支・決算及び事業報告に関する事項
     ⑤前各号以外の特に重要と認められる事項

この会の基金及び経費は次の収入をもって充てる。
     ①会費
     ②臨時会費
     ③寄付及び補助金
     ④その他の収入

別途定める会費基準によるものとする。
     ①期中の加入については、月割計算で会費を徴収する。
     ②期中の退会については、会費の返却は行わない。
１． この会の事業年度は、５月１日から翌年４月末日とする。
２． 創立初年度は、10月26日より翌年４月末日までとする。

１．会員は幹事会の承認を得て、必要に応じて部会等を組織することができる。
２．この会は「パルシステム協力会ふれあい保障制度」を定め、別途基準により運営するも
     のとする。
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①年会費は基本会費及びパルシステム生活協同組合連合会との前年度の年間取引高に基づき査定す　　
　る会費の合計額とします。
②年会費の払い込みは、毎年５月に請求し、５月末までに払い込むこととします。但し、期中に加入
　した会員は加入した翌月から起算し、月割りで年度の残月数を計算した会費を加入した翌月までに
　払い込むこととします。
③準会員、特別会員は、基本会費のみとします。
④総会、講演会等の参加費の扱いについては、開催決定の都度幹事会にて検討・決定し、連絡を致しま　
　す。
⑤カタログについては商談時にお持ち帰りいただけるようにします。但し、送付を希望する会員には
　別途送料等実費を徴収します。
⑥基本会費は、正会員は取引高により4万円から4段階として取引高比例会費は表１に基づくものとし
　ます。
⑦準会員・特別会員は基本会費５万円のみとします。 

１．幹事会は、幹事会のもとに部会を設置します。部会は、会員によって構成されます。
２．各部会長、副部会長は、幹事会社から選任し、幹事会で承認します。副部会長は部会長を補佐し、
　  部会長が不都合の時はその任を代行する。
３．各部会は、部会長が召集します。
４．部会長、副部会長は、幹事会に出席し活動報告をします。

会　費　基　準

部会運営基準

【資　料　編】

第18条

第19条

会員は本会の会則並びに決議を遵守しなければならない。
会則は1990年10月26日より施行する。

第 7章　付　則

＜表 1 ＞ （単位：円）

年間取引高　 取引高 比例会費 基本会費 年会費 合計
500 万以下 0 40,000 40,000
1 千万以下 20,000 40,000 60,000
3 千万以下 30,000 50,000 80,000
5 千万以下 40,000 50,000 90,000
1 億以下 50,000 60,000 110,000
2 億以下 70,000 60,000 130,000
3 億以下 100,000 60,000 160,000
6 億以下 120,000 60,000 180,000
10 億以下 130,000 70,000 200,000
10 億超 150,000 70,000 220,000

５．部会員及び部会長、副部会長の任期は２年とします。

６．この基準は幹事会が改廃することとします。

７．この基準は、1999年８月26日より施行します。

パルシステム協力会ふれあい保障制度運営基準

１． この基準はパルシステム協力会会則の定めにより「パルシステム協力会ふれあい保障制
　  度」の運営に関して定めるものである。
２． この制度はパルシステム協力会会員会社等で就業する従業員の福利・厚生を目的として
　  設置するものである。

１．パルシステム協力会会員はこの制度に加入して利用することが出来る。
２． 協力会会員の子会社などパルシステムと直接・間接に事業の協同関係にある会社･団体
 　 はこの制度に加入して利用することが出来る。但し、会員の推薦するものでなければな
　  らない。

この制度に加入し利用を欲するものは、毎年度、この会が定めた銀行口座（ふれあい共済口）
に期限までに一年分一括で掛金を納付しなければならない。但し、期中でこの制度に加入し
利用するものはその残期間の掛金とする。

１．協力会は銀行口座（ふれあい共済口）を設け保全する。
２． 会員から振り込まれたふれあい保障制度掛金（保険料）の内95％は見舞金として株式会
　  社パルふれあいサービスの指定する口座に振り込み、第５条に定める損害保険会社を引
　  き受け会社として保全する。
３． 会員から振り込まれたふれあい保障制度掛金（保険料）の内５％は結婚祝金として第１
     項に定める銀行口座（ふれあい共済口）で保全する。

１．この制度の保全のために損害保険会社を引き受け会社とする保険契約を締結する。
２．事務局は株式会社パルふれあいサービスとする。

給付を必要とした時は損害保険会社及び株式会社パルふれあいサービスとの間で定めた細
則に基づいて行なう。その他、諸手続きも同様とする。　

１．この基準の改廃はパルシステム協力会幹事会が行う。

（総則）
第１条

（利用会員）
第 2 条

（加入者の掛金納付）
第 3 条

（掛け金の保全）
第 4 条

（制度の保全）
第５条

（給付他諸手続き）
第 6 条

（改廃）
第 7 条

（附則）
（１）．制定・施行    2008年７月８日
（２）．改定            2010年１月13日
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第１条

第 2 条

第 3 条

第 4 条

第 5 条

第１条

第 2 条
第 3 条
第 4 条

第 5 条

<別表>

総　則
協力会の幹事会/事務局会または会として認められるその他会合への出席のための旅費の支
給は本規定の定めによる。
支給額算出根拠
JR普通乗車券および必要と認められる場合の特急、急行券実費とする。運賃改定の場合は
それに基づき支給額を改定する。宿泊費は必要と認められた場合、１日１万円を支給する。
支給方法
会合開催日に現金を以て支給する。
規定の変更
この規定の改廃は幹事会の議決によりこれを行う。
付　則
この規定は1991年３月１日から実施する。

協力会の関連団体の慶弔に関する事項は、この慶弔規定による。金額などについて裁定が必
要ある時は会長が決定する。
対象別金額は別表の通りとする。
その他協力会関連の慶弔については、原則として協力会が会員を代表して行うものとする。
規定の変更
この規定の改廃は幹事会の議決によりこれを行う。
付　則
この規定は1991年３月１日から実施する。

（１）創立記念日：創立５周年等、節目の記念日につき祝金を贈る。限度額３万円
（２）新築・落成：事務所、設備等の新築、落成につき祝金を贈る。限度額３万円
（３）死　　　亡：＜香典＞ 限度額を３万円とし、パルシステム生活協同組合連合会役職員、会員生協
　　　　　　　　　　　  の役員及び協力会員の１親等までを対象とする。献花はその都度会長裁定
　　　　　　　　　　　  による。
　                     ＜弔電＞パルシステム生活協同組合連合会役職員、会員生協の役員及び協力会員の
                                     ２親等までを対象とする。

（４）災　　　害： 天災、地変、その他不測の事故等により事務所・設備に損害等を受けた時は見舞い金
                        を贈る。限度額３万円

上記の他、必要と認められる場合は、会長の裁定でその都度対応し、限度額３万円を贈ることができ
る。これについては後日幹事会の承認を得る。

幹事会 / 事務局会旅費支給規定

慶弔規定
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